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地域性コロナ

昨今のコロナ禍への対応により、日本の社会状況は大きく変化している。建築の在り方も影
響を受け始めている。感染拡大防止に伴い外出自粛が要請され、人々は改めて居場所につい
て考え直した。しかし、都市の公共空間を利用する人々は、目的を持ち特定の場所を使用し
ている。言い換えれば、人は目的を持たない場合、自宅以外で気軽に利用できる場所が少な
いと言えるだろう。また、都市におけるオープンスペースも均質化しているように思える。
街区整備された街の建物は、道に対して規則正しく並び、秩序を作っている。それゆえ、都
市における地域性は徐々に失われつつある。一方、今もなお都市が醸し出す愉しさが残って
いるのも確かである。このような状況を考慮し、これからの公共建築の在り方を改めて考え
直す。また、整備された都市の中で、現在も醸し出される愉しさを残していく。

現在の庁舎建築の現状

地域住民にとっての公共建築である庁舎建築に着目する。庁舎建築は機能と効率を重視した
構成である。しかし、人口及び部署の増加や想定外なコロナ対応の事態により、面積が逼迫
している。庁舎は、地域住民の生活に必要とされる場所である。本計画では東京都中央区築
地に位置する中央区庁舎を対象に、このような状況下での、庁舎建築を中心とした、これか
らの公共建築、都市空間について提案する。

（出典：中央区 HP「中央区本庁舎整備」　https://www.city.chuo.lg.jp/smph/kusei/kobetsukeikaku/sonota/hontyousyaseibi.html）

本計画
既存庁舎の床面積　22000m2

＋
新築部分の床面積　 8000m2

合計床面積　　　   30000m2

設計条件

既存庁舎の床面積 22000m2

=中央区の定める
新本庁舎の想定床面積　30000m2

設計者：佐藤武夫
本館昭和 44（1969）年度竣工
別館平成 3（1991）年度竣工
敷地面積：3,600m2
用途地域：商業地域
建蔽率：80 パーセント
容積率：600 パーセント
防火地域：防火地域
地区計画：築地地区地区計画
日陰規制：対象外

中央区役所本庁舎

昭和 52(1977) 年 2 月 22

設計者：佐藤武夫
昭和 48 年（1973）年度竣工
敷地面積：1,576m2
用途地域：商業地域
建蔽率：80 パーセント
容積率：600 パーセント
防火地域：防火地域
地区計画：銀座地区地区計画
日陰規制：対象外

区庁舎建設の際に取り壊され
た京橋公会堂及び旧中央会館
を統合し、僅か 1,576 ㎡の敷
地の中に、900 人収容のホー
ル、結婚式場、会議室等を盛
り込んだ複合施設として設計
された。

中央会館（銀座ブロッサム）

東京都中央区築地に位置する区庁舎は現
在建て替えを検討している。
一方で、既存の庁舎建築は中央区のシン
ボル的存在として建築佐藤武夫氏に設計
された。
そこで、本計画では、既存庁舎を残し、
内部空間に吹き抜けや什器の再配置を行
い、部分的に回収を行う。
また、新築部分は中央区の構想を配慮し、
床面積 8000㎡ の建築を計画する。

都市が醸し出す愉しさ
ー批判的地域主義の考えを軸に庁舎を中心とした公共空間の価値の再定義ー



計画敷地と
フィールドワーク

設計手法

フィールドワーク
とアーカイブ
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東京都中央区庁舎及び周辺公共
施設、近接する首都高速道路上
部を計画敷地と設定する。中央
区庁舎は、老朽化や狭隘化によ
り、2018 年に中央区本庁舎整
備検討委員会が設立され、庁舎
の建て替えが検討されている。
庁舎の向かい側には、ホールと
結婚式場を兼ね備えた中央会館
（銀座ブロッサム）がある。
また、中央区を通る首都高速道
路の地下化にあたり、高架上の
緑化や、地下にある首都高上部
の緑化計画が検討されている。
これらを一体として都市の公共
空間を計画する。

普遍的文明 個別的な
場所の特色

機能主義的庁舎建築

都市の醸し出される愉しさ

都市(中央区)の地域性とは？

秩序を持った
街区・街並み

建築・土木技術

首都高立ち並ぶビル群 中央区役所

フィールドワークのスケッチや
コメントと分類した写真から、
都市が醸し出す都市空間の構成
要素を抽出する。その要素を、
建築空間へと再解釈し、本計画
のデザインに組み込み、都市の
愉しさを感じることのできる建
築空間を構成した。
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計画エリア面積：約 27,800m2
用途地域：商業地域　建蔽率：80%　容積率：600%　
防火地域：防火地域
地区計画：築地地区地区計画、銀座地区地区計画、新富地区地区計画

現在中央区では、首都高日本橋区間の地下化の計画に伴い、廃止する高架上の緑化（KK 
線緑化計画）や、既に地下部分に存在する首都高（元築地川）の地上レベルに人工地
盤を設け緑化する計画（築地川アメニティ計画）が検討されている。この二つの計画
を図面上にプロットすると、中央区京橋地域に円環状の緑道が出現する。

八重洲二丁目・京橋地区、銀座・銀座西地区、銀座東地区、新富地区、築地地区、八
丁堀地区、新川地区の７角地区から成り立っており、本計画敷地は、築地、銀座、新
富の３つの地区に接している。

中央区は大きく分け、京橋地域、日本橋地域、月島地域のの３つの地域で成り立って
いる。地区によって様々な文化や街並みが色濃く現れている。

中央区庁舎周辺には多くのメトロが通り、最寄り駅は有楽町線新富町駅や日比谷線築
地駅であり、既存のインフラが充実している。

中央区役所を起点として、「北循環」及び「南循環」の 2 ルートがある。
北循環：中央区役所→東京駅八重洲北口→新日本橋駅→浜町駅→水天宮前→日本橋区
民センター→中央区役所
南循環：中央区役所→東銀座駅→築地場外市場前→聖路加国際病院→月島区民セン
ター→晴海三丁目→豊海町→勝どき駅前→中央区役所

元々この地域には旧築地川を含む様々な河川が流れてい、川に寄り添った生活が行わ
れていた。

東京都の最都心部を一周する環状線の一部が敷地を通っている。主に各放射線同士を
接続する役割を担う。銀座周辺は旧築地川を含めた河川を埋め立てた跡地を利用した
半地下構造となっており、埋め立て前に両河川に架けられていた橋梁のうちのいくつ
かが現在も跨道橋として使われている。

計画敷地

中央区首都高速道路緑化計画

首都高速都心環状線の一部

築地川を含む旧河川

江戸バス路線図

東京メトロ路線図

中央区京橋地区

東京都中央区

敷地周辺のコンテクスト フィールドワークシート

都市空間分析

写真分析

計画敷地と現在の状況

築地

銀座

新富

中央区庁舎

中央会館
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地下に位置する首都高速道路と上空を通る首都高速道路が交差する場所。
首都高速の高架上は地上から 10m の高さにある。

地上から 7 〜 8m 下を通る首都高速道路。現在は騒音を和らげるため、遮音板があり。
昔は住宅が多く、当時騒音問題から設けられた物である。

現在の中央区庁舎と中央会館銀座ブロッサム。
三吉橋の上からこの二つの建築を見るとゲートのような雰囲気を醸し出している。
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築地エリア

銀座エリア

新富エリア

首都高速上部・旧築地川エリア

戸建住宅、オフィスビル、公共施設など様々な大きさの建物が多く立ち並ぶエリア。近隣住民が買い物のため出歩いていたり、学校帰りの学生を目にすることが多く、生活感を感じることができた。

銀座ではあるがフィールドワークを行ったエリアは繁華街としての銀座という印象と、部分的にマンジョンや雑居ビルが立ち並ぶ異なった特徴がある。飲食店も多く昼夜問わず人がこのエリアを歩いている。

４つのエリアのなかで一番多くの住宅（古い戸建住宅やマンジョン）がある印象。週末は人通りは少なく落ち着いた印象を感じた。また、そのほかのエリアに比べ、一つの街区に小さな建物が密集している。

半地下に通る首都高速道路によって、上空の視界は広がり、明るい印象がある。また、部分的に公園があり、緑が植えられている。昼時には、多くの人がその場所に集まり、昼食を楽しんだり、喫煙所で一服する人の姿を多
く目にすることができる。

写真

緑に覆われた壁開口のない壁

建物に造られた通路シークエンス２

シークエンス１シークエンス１

写真

駐車スペースのためのセットバックでひ
らけてる

集まった緑

ビニールシート、アスファルト、人工芝制御されていない緑

工事、旗、バナナジュースショップ
ブリコラージュ 

少しのスペースがあれば井戸端会議

写真

平面的断面的全てがずれてる半外部

休憩中塀があるから通り抜け不可

駐車場になったが故に、建物裏が表に出
てきた

時代の違いを感じる角

写真

あの扉はどこに続いているのか 五重塔、、、なぜ？

首都高ギリギリに建てられた建物

近隣住民のために騒音を防ぐための遮音
板

昼にはスモーカーで溢れる

築地 銀座 新富
首都高
旧築地川

A. 余白

銀座 新富築地
首都高
旧築地川

E. 高低差

銀座 新富築地
首都高
旧築地川

F. 隙間

銀座 新富築地

首都高
旧築地川

G. 人

築地 新富銀座
首都高
旧築地川

C. ずれ

築地 銀座 新富
首都高
旧築地川

H. 建物

築地 銀座 新富
首都高
旧築地川

I. 素材

築地 銀座 新富
首都高
旧築地川

J. 外席

築地 銀座 新富
首都高
旧築地川

K. 移動手段

築地 銀座 新富
首都高
旧築地川

L. 広がる視界

築地 銀座 新富
首都高
旧築地川

N. 公共施設

新富 首都高
旧築地川

B. 緑
築地 銀座

築地 銀座

首都高
旧築地川

D. 道

新富

築地 銀座 新富
首都高
旧築地川

M. その他

分節された小さな街区は、各の街区に特徴があり、街並みが変
化していく
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使用キーワード 使用キーワード

使用キーワード
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使用キーワード

フィールドワークからの参考

フィールドワークからの参考

フィールドワークからの参考

フィールドワークからの参考 フィールドワークからの参考

フィールドワークからの参考

フィールドワークからの参考

フィールドワークからの参考

 D. 道  B. 緑 / D. 道

C. ずれ / E. 高低差 C. ずれ / E. 高低差

A. 余白 / C. ずれ / F. 隙間 / G. 人 / J. 外席 A. 余白 / C. ずれ / F. 隙間 / G. 人 /J. 外席

D. 道 / H. 建物 / L. 広がる視界 D. 道 / H. 建物 / L. 広がる視界

建物のボリューム操作・テラスによる内外の変化・植栽の配
置などを変化させることによって、立面に特徴が生まれ、街
に対して建物の特徴の変化を作る。

建物に覆われた・挟まれた空間を人は余白の空間と認識する。
その場所に人は留まり休憩する姿を目にすることが多い。

建物内の室や外部テラス、家具の配置によってシークエンスや
角を生み出すことによって、囲まれた空間ができ、そこに人が
留まりやすくなるよう操作する。

建物の高さが変化することによって、建物がレイア状に街並み
を構成する。これにより、都市空間に奥行きが生まれ、街を歩
くことが愉しくなる。

床のレベル差を変化させることで、人の視線はずれ、また空
間的にも代償が生まれる。これによって、空間に上下や大小
の変化が生まれ、建物に奥行きが生まれる。

細い道の先にある視界の広がりや、街区のずれによって生まれ
る視線の行き止まりが生まれる。それにより、場所場所によっ
て都市空間が変化する。

敷地の周辺建物や環境を読み取り、建築の中から外への視線の
抜けや外から建築を見た時の視線の行き止まりを作ることに
よって、建物の内外どちらからも様々な風景を見ることができ
る。

[変化するキャラクター]
都市空間構成要素 建築空間構成要素

[ 立面的 ]

[ 都市の奥行き ] [ 断面的 ]

[ 小さな余白 ] [ 平面的 ]

[ 視線の抜けと行き止まり ] [ 視覚的 ]

a

1/2a 1/2a

フィールドワークで撮影した写真から都市が醸し出す愉しさを感じる写真計266枚をA〜Mのキーワードに類似する物を選定し分類する。これにより、どのキーワードに愉しさ感じるか、比較し比率的に可視化することができる。
また、築地、銀座、新富、首都高・旧築地川の各エリアでの特色が写真の枚数から把握することができる。

建物の近代化により、都市空間
は徐々に均質化しているように
見え、建築における地域性は失
われつつある。そこで、イギリ
スの建築史家ケネス・フランプ
トン氏の批判的地域主義の思想
を軸に、都市と現在も残る東京
の地域性の均衡を保ちながら、
新たな都市空間を構築する。

中央区庁舎周辺の築地、銀座、
新富の一部街区をナンバリング
した計 61 枚フィールドワーク
シートにスケッチなどで都市が
醸し出す愉しさを感じる部分を
書き込みアーカイブする。
グリット上に整備された各街区
の中の複数の建物の配置や、街
区と街区の間の道、隙間などの
状況を把握することで、均一化
している都市に残る愉しさを再
確認する。
このページではフィールドワー
クシートの一部を載せている。



構造と構成
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周辺建物へのブリッジ

緑道

スロープ

ピロティ

階段

中央会館連絡通路
アトリウム空間

中央区庁舎連絡通路

中央会館
ホール
結婚式場
会議室

主要構造体

サイクリングロード

エレベーター

二次構造体

新庁舎機能

日本橋方向の展望デッキ

ギャラリースペース

既存首都高速道路高架下半外部空間

新庁舎エントランス
事務室

半外部ステージ

既存江戸バス停留所

野外ステージ

晴海方向の展望デッキ

築地方向の展望デッキ

子育て支援NPO法人事務所
プレイルーム

授乳室

福祉支援、養護老人管轄のサロン
コーワーキングスペース

ワークスペース
まちづくりNPO法人事務所

既存メトロ有楽町線新富町駅入り口

中央区庁舎
庁舎総合受付

事務室
議場
食堂

既存首都高速道路

既存首都高速道路高架

構成要素と建築用途

空間（大）

遊歩道 サイクリングロード

動線を繋ぐ橋

空間（中）

軽やかな構造の組み
合わせと地域性

二次構造体の多様性

二次構造体は、主要構造体から、吊り
構造などで支え空間を構成する。二次
構造体で構成される空間や通路空間
は、主要構造体よりも自由に軽く成り
立ち、これらの組み合わせにより、リ
サーチより導き出した建築空間構成要
素を用いて、地域性を含む空間構成を
行う。

主要構造断面図

構造技術と空間構成
首都高速道路上部という特徴をいか
し、チューブ状の空間を斜め柱が支
える。人工地盤のように半地下部分
を塞いでしまうのではなく、首都高
の存在を残すような構造デザインと
する。
このチューブ内の用途は主に庁舎機
能を含む。よって、機能性を重視し
た構成となっている。

主要構造体は、地下に位置する
首都高の上部に斜め柱でチュー
ブ状の空間を支える構成とし
た。二次構造体は、用途や場所
に合わせた空間や通路を主要構
造体から吊り構造などで支え
る。



建築計画
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凡例
1. 事務スペース
2. ミーティンズルーム
3. アトリウム
4. カフェ
5. 区民相談室
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既存の庁舎へのアプローチや、吹き抜けには GL からの階段でつながっている。この二
つの動線の交点にカフェを配置し、新たな区民のためのラウンジのような空間となる。

中央会館へ、庁舎から直接繋がる新たなエントラ
ンスとなり、ホワイエのような役割を持つ。
また、小さなショップスペースも配置しする。

ギャラリースペース。学生や地域で活動するアーティストの作品を展示し、情報を発信する
場となる。また、中央区のアートイベントの中心的な拠点としての利用も可能とする。

庁舎機能を持つ事務スペース。部分的に内部空間の通路幅を狭めることによっ
て空間を分け、課がわかれる。また部分的に通路を閉鎖することによって、
休日時には内部空間を部分的に利用者に開放し、使用することを可能とする。

フリーワークスペースを設け、地域住民に開放する。また GL、緑道へ
接続する外部テラス設け、常に外からの空気を感じることができる。

日本橋方面への接続になる大階段。既存首都高の高架下に位置し、半外部
空間として、フリーマーケットなどのイベント時に使用可能な空間となる。 N

3F 平面図 : S=1/700

庁舎

公共施設
外部空間

ランドスケープ

地域住民

スペースや活動を
補い合う

街の中心的な存在
へと導く

溢れ出る住民の活動

庁舎
NPO

ワークショップ

ボランティア

子供

家族

サラリーマン

高齢者

障害者

緑道

参加

参加

参加
展示

出会い

出会い

創造
教育

運営

運営

働く

安らぐ

使う
買う

庁舎凡例： ＋α 人
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ギャラリー

従来の庁舎建築のプログラムに対し、地域住民が選べる空間を提供する。同時に周辺の公共施設（中央会館）や外
部のランドスケープとの連続を意識し、「建物一つで完結しない」庁舎を中心とした街として提案する。
既存の庁舎の部署に関連した NPO 法人などの活動場所を、本計画に組み込む。例として、障害者福祉課に、障害
者の活動を斡旋することのできるワークスペースやカフェを配置する。庁舎が近隣住民の活動の幅を広げることの
できる場所や、地域に発信する場所としてを展開する。

プログラム

公共施設の会議室など使用時以外の空間の共有により、庁舎の不足した床面積を増補する。
また、周辺の公共施設と連携をとり、ワークショップ、セミナーなど様々な活動の幅を広げる。

都市の成長によって存在感が薄れた庁舎を再び街・近隣住民の中心とする。
また様々な活動を介して中心として再認識するように促す

建物の密集した都市での野外活動など、緑道を利用し、制限されて活動の限界を開放する。
外へと人々の活動が溢れ出すように随所に活動できる場所を点在させる。

スペースや活動を補い合う

街の中心的な存在へと導く

溢れ出る住民の活動

敷地全体にチューブ状の建築を
張り巡らせ、中央区庁舎や中央
会館、北に位置する既存の首都
高道路高架に連続させる。同時
に、周辺環境や隣接する建物を
考慮し、建築空間を計画する。
この空間には、都市が醸し出す
愉しさのアーカイブから導き出
した空間構成を使用する。

長手断面図 : S=1/700

短手断面図 : S=1/200


